
38%
高い効率性とエクスペリエンスを
兼ね備えたオフィスで働く
ワーカーの割合

15%
バランスの悪いオフィス環境で仕事を
しながら、その企業で働くことに誇りを
感じているワーカーの割合

12%
バランスの良いオフィス環境で
働く日本のワーカーの割合

27%
アメニティのないオフィス環境で
働く日本のワーカーの割合
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オフィス環境のクオリティの低さが、
日本のワーカーの大きな不満の
要因になっています。
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日本のオフィス環境の改善の要求が高まり、ワーカーのエク
スペリエンスをより良いものにするための機会が定着しつつあ
ります。また、働きすぎによる健康被害や労働人口の高齢化、
女性の労働市場における地位の全般的な低さ、年々増加する
海外への人材流出など、深刻な問題がとり上げられています。
重要なのは、ワーカーがよりよいオフィス環境、すなわちイノ
ベーションや変化する企業文化、日々遂行すべき業務をサポー
トしてくれる空間を求めているということです。

COVID-19 は世界中の経済とビジネスに影響を与えています。
そして、これからも短期的／長期的に変化をもたらすでしょう。

私たちはリモートワークについて多くの可能性を実際に体
験してきましたが、現在幾つかの課題を痛感しています。人
と人とが出会い対面のコミュニケーションができるワークプ
レイスは、やはり組織のカルチャーを育んだり、新しいもの
を共に生み出すための最適な場所なのです。

 ポスト COVID-19 のオフィスは、すべての人の健康と安全
を確保するために適切な社会的距離が担保された、安全で衛

諸外国でイノベーションがめまぐるしく進む中、ワークプレ
イスの改善が急務です。これらの国々と比較すると、日本のオ
フィス環境は、この点では後れをとっており、ワーカーのエク
スペリエンス、アジリティ、パフォーマンスの向上を可能にす
るより良いワークプレイスが必要とされています。見直すべき
点を評価・把握し、すべてのワーカーのニーズを十分に満たす
オフィス環境を創造することで、日本は世界をリードする経済
大国としての地位を高めることができるのです。

生的な仕事環境を提供することが必要となります。それによ
りワーカーが次世代の革新的なアイデアを構築できるのです。
そして、だれもが自由にアクセスできコントロールできると
いった、柔軟性の高いつながりをデジタルツールにより実現
することが成功裏となります。

変化は避けられません。新しいワークプレイスにおける最
初のステップは、ワーカーのウエルネスと生産性を積極的に
サポートする体験を、ワークプレイスの隅々に至るまで実現
することなのです。



日本のオフィス環境は
平均レベル以下
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日本のワーカーは他国に比べると、
仕事に対する満足度が極めて低い

67英国 2016年

40 80

66米国 2020年

65ドイツ 2019年

40 80

54日本 2020年

オフィス環境のパフォーマンスへの効果（WPI）

エクスペリエンス指標（EXI）

59ドイツ 2019年

64米国 2020年

W P I（ワークプレイスパフォーマンス指 標）
は、オフィス環境の有効性と機能性を測定す
る30以上の変数を用いた総合評価です。

WPIとは?

EXI（エクスペリエンス指標）は、ワーカー同
士の交流、期待値、文化、イノベーションその
他の変数を用いた、ワーカーのエクスペリエ
ンスの総合評価です。

EXIとは?

日本のWPIスコア（54）は当社のこれまでの
ワークプレイス調査で最も低いスコアです

ゲンスラーは、オフィス環境のエクスペリエンスとパ
フォーマンスにとって最も重要な要因を特定するため、
ワークプレイスパフォーマンス指標（WPI）と、エクス
ペリエンス指標（EXI）を開発しました。これまで調査
を行なってきた数多くの地域と日本を比較したところ、
日本のオフィス環境のクオリティが平均未満であること
がわかりました。実際、日本の EXI スコア（47）と WPI
スコア（54）は、調査を実施した世界の地域のうち最
も低いものとなっています。これは、日本の平均的ワー
カーが、日本の平均的なオフィス環境のもつデメリット
に、直接影響を受けていることを示しています。当社で
は、パフォーマンスとイノベーションの向上に直結する
領域に絞ってこの調査を実施しました。

当社の調査は幅広い業界で働くオフィスワーカー
のエクス ペリエンスを 対 象としています が、興 味

深いことに、パフォーマンスやエクスペリエンスの
調 査 結 果に、業 界によるばらつきはほとんど みら
れま せ ん でした。し かし、日本 ではど の 業 界 も 米
国、ドイツ、 英 国 など の パ フォー マン ス や エ クス
ペリエンスの平 均スコアを上 回るものはありませ
ん。日本のオフィス環境のユニークな特性を踏まえると、
グローバルな評価基準はひとつの出発点にすぎないと
考えるべきです。日本のワーカーは諸外国と比べ移動
が少なく、労働時間の 75％近くを拠点となるオフィス
で過ごします。これに対し米国では、同じく拠点となる
オフィスで過ごす時間は 68％。日本のワーカーは一日
を通じて、仕事をする場所の選択肢を与えられていま
すが、ニーズを満たしてくれる場所が十分用意されて
いないことが問題です。

47日本
2020年

仕事に対する満足度 
回答者のオフィス環境に対する満足度を5段階で評価
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はじめに

ワークプレイスでのパフォーマンス、
エクスペリエンス、イノベーションは密接な関係にあります
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自社のオフィス環境が革新的だと
感じている場合、WPIとEXIのスコアも
高い傾向にあります

イノベーション指標は、ワーカーが企業の革新性の
レベルを6つの項目で評価

イノベーションの評価方法
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of Japanese workers

of Japanese workers

of Japanese workers

of Japanese workers

WPI低い・EXI高い

EXIスコア

W
PI

ス
コ
ア

イノベーションスコア

高い
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WPI低い・EXI低い

WPI高い・EXI低い

14%

38%

38%

10%

オフィスでのエクスペリエンスを示す主な指標に、
ワークプレイスパフォーマンス指標（WPI）、イノベー
ション指標、エクスペリエンス指標（EXI）があり、こ
れらは密接な関係にあります。イノベーション指標のス
コアの高いワークプレイスでは、パフォーマンス指標や
エクスペリエンス指標のスコアも共に高くなります。諸
外国と比較した場合、日本のイノベーションスコアの平
均は 2.8 と、ドイツ、米国、英国を大きく下回っていま
す。結果として、日本では、低いパフォーマンススコア
とイノベーションスコアが仕事に対する満足度等の低
さにもつながっているのです。

日本のワークスタイルは独特であるため、ワーカー
はそれぞれに合った独自の解決策を見いださなくては
なりません。日本では、日々の業務において、個人の
フォーカス作業が諸外国ほど重視されていません。個
人で集中する作業よりも協働で行う作業に多くの時間
を割くのは、世界でも日本と英国の 2 カ国だけです。日
本のオフィス環境はすべての作業に対してのスコアが
低いため、あらゆるタイプの作業をよりよくサポートで
きるオフィス環境の構築が求められます。

各国のイノベーション指標
企業の革新性と創造性の評価の比較

ワークプレイスの測定方法 
エクスペリエンス（EXI）とワークプレイスのパフォーマンス（WPI）の相関関係

「WPIスコア＝64以上」および「EXIスコア＝58以上」は、
回答者を「高い」に配置

「WPIスコア＝45以下」および「EXIスコア＝35以下」は、
回答者を「低い」に配置

4 Japan  Workplace Survey 2020 5
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バランスの良いオフィス環境とは、個人の
作業と協働作業の両方を重視しつつ、効果
を上げることのできるワークプレイスです。

バランスとは?

主な調査結果1

日本のオフィス環境は悲惨な状況であり、
個人作業と協働作業のどちらも効果的に
サポートされていません

動的平衡（ダイナミック・イクイリブリアム）とは、
個人の作業と協働作業の両方のバランスがよい、ある
いは両方を重視できることを意味します。日本のワー
カーは日々の業務において、個人の作業よりも協働作
業を重要視する傾向が見られます。こうした傾向は、日
本で協働作業がより効果的であると考えられている結
果かもしれません。現にパフォーマンススコアは、個
人で集中する作業（3.5）よりも協働で行う作業（3.8）
で高くなっています。ただ残念なのは、大半のオフィス
環境では個人作業と協働作業のバランスが悪いことで
す。実は、日本のオフィス環境のうち、これらが両立し
ているオフィスは 12％に過ぎません。一方、米国およ
び英国では 40％以上が個人作業と協働作業のバランス
がとれたワークプレイスとなっています。

イノベーションスコアは動的平衡と密接に関係して
います。イノベーション指標は、ワーカーが自社のイノ
ベーション水準をどう考えているかを示す、6 項目から
なる総合評価です。バランスの良いオフィス環境では
スコアが 3.9 であり、バランスの悪いオフィス 2.7 を大
きく上回っています。

様々なワークスタイルに対応できるスペースだけ
では十分でなく、動的平衡を確保できないオフィスは、
新しいアイデア、モチベーションの高いワーカー、企
業の価値観をサポートしにくいオフィス環境といえるで
しょう。

国別にみたバランスの良いオフィス環境の割合
バランスの良いオフィス環境に勤務していると答えた各
国の回答者の割合を比較

イノベーション指標とバランス
バランスの良いオフィスと悪いオフィスに勤めるワーカーの割合

バランスとイノベーションの関係
質問に「はい」と回答したワーカーのうち、
バランスの良いオフィスと悪いオフィスに勤めるワーカーの割合

72%

バランスの良い
オフィス

バランスの悪い
オフィス

オフィス環 境 は 、会
社 の 価 値 観 を反 映
している

オフィス に いると、
全 力 で 取 り組 む 意
欲がわきやすい

オフィスにいると、新
しい考えが浮かびや
すい

オフィス に いると、
モチベーションが上
がる

オフィスにいると、自
社の社員であることを
誇りに感じられる

69%
71% 73%

66%

12% 8%8% 15%
7%

｢は
い

」の
割

合

米国

日本

ドイツ 

英国
43%

44%

12%

27%

日本は、当社がこれまで調査した国々のうち、
バランスの良いオフィス環境の割合が
最も低い国です
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アメニティの数

オフィス内に設置された、個人用デスクや個室、
会議室に代わる新しいスペースを意味します。

アメニティとは?

主な調査結果2

日本のワーカーの4人に1人が、
アメニティのないオフィスに勤務しています

平均的な日本のオフィスのアメニティの数は、米国
の半分にすぎません。仮にアメニティがあったとしても、
休憩室程度で、個人の日々の業務にほとんど影響を与
えません。重要なのは、今日のアメニティが単なる休
憩室以上の役割、すなわち仕事やコミュニケーション
のためのオプショナルな空間として、パフォーマンスや
エクスペリエンスを向上させる役割を果たすという点で
す。実際、バランスの良いオフィス環境では、そうで
ないオフィスの 2 倍のアメニティが用意されています。

アメニティがひとつだけでも、まったくないよりは効
果的です。実際、ひとつしかないワークプレイスでも、
アメニティがないワークプレイスを WPI で 4 ポイント
上回っています。アメニティは WPI スコアに大きな影
響を与え、数が多いほどワークプレイスのパフォーマン
スが高くなります。 アメニティとパフォーマンスがリン
クすることによって、もうひとつのワークスペースとし
て革新、つながり、集中する機会を生み出すのです。

Accenture Innovation Hub, Tokyo

57

62

70

30 80

48

52
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5+

1

2

0

ワークプレイスのパフォーマンスへの効果（WPI）

ア
メ

ニ
テ
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の

数

日本のワーカーの半数以上が、
オフィスにあるアメニティの数がゼロ
またはひとつだけと回答しています

バランスの良いオフィスにある
アメニティの数は、そうでない場合の
2倍近くに上ります

日本のワーカーが利用できる
アメニティの数は、米国のワーカーの
平均3.6であるのに比べてわずか1.9です

8 Japan Workplace Survey 2020 9



パワーアメニティの有無とイノベーションスコア
オフィスの一般的なアメニティとパワーアメニティの有無で評価した、
5段階のイノベーションスコア
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パワーアメニティがひとつあれば、
画期的にイノベーションが生まれやすい

パワーアメニティがひとつまたは
複数あるオフィスは、まったくない場合と比べ
WPIスコアが12ポイント高くなります

パワーアメニティとは、 最大限の効
果を上げることが統計的に実証され
たアメニティのことです。

パワーアメニティとは?

主な調査結果3

「パワーアメニティ」を重視し、
革新性あふれるオフィス環境を構築

ワーカーには、成果を上げるためのチョイスが与えら
れています。にもかかわらず、必要な選択肢がないの
です。どこで働くかについて多くの自由度があるにもか
かわらず、日本のワーカーはその選択と自律性をサポー
トするオフィス環境に恵まれていません。経営者は、単
にアメニティを用意するだけでなく、オフィスでのエク
スペリエンスに大きなインパクトをもたらすアメニティ
に注目する必要があります。

パワーアメニティとは、ワークプレイスにとって最も
重要なアメニティであり、ゲンスラーの調査によると、
効率性とエクスペリエンスの両方に直接的な影響をも
たらします。効果的なアメニティはイノベーションが生
まれやすいカルチャーを創り出すといってよいでしょう。
パワーアメニティは企業における戦略のひとつであり、

ワーカーは様々なオフィススペースを必要としています
が、バランスの悪いオフィス環境ではこれが実現でき
ていません。日本のオフィスの大半は、個人作業と協
働作業のバランスが保たれておらず、これらの動的平
衡（ダイナミック・イクイリブリアム）を実現している
のは 1 割に過ぎません。ワーカーは日々の業務で成果
を上げるために必要なリソースを得ることができていな
いのです。

ワークプレイスのパフォーマンスへの効果（WPI）

パワーアメニティの例

イノベーションハブ ワークカフェ ライブラリー

カフェテリア屋外スペース

48

55

60

30 80

アメニティなし

ひとつまたは
複数のアメニティ

ひとつまたは
複数のパワーアメニティ
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結論

ワーカーのニーズが明確な一方、
ワークプレイスには
選択肢が不足しています

様々なスペースを用意してワーカーをサポート
バランスの良いオフィスの構築は、ワーカーが日々の

業務を達成するために不可欠なものです。それらの環
境は様々なスペースを通常の 5 倍備えており、業務の
複雑さが高まるなか、多目的機能をもつオフィス環境
はこれまで以上に重要になってきます。ポイントは、バ
ランスのよいオフィス環境づくりで、個人作業と協働
作業の両方に対応することで、イノベーションの生まれ
やすいワークプレイスを実現できます。未来志向の企
業文化や新たなアイデアを醸成するオフィス空間では、
ワーカーのエクスペリエンスは格段に上がるでしょう。

最大のインパクトをもたらすアメニティを実現
日本のオフィスにはアメニティが不足していますが、

ワークプレイスでの行動を活発にする非常に重要なも
のです。アメニティがひとつあるだけでワーカーのパ
フォーマンスの改善につながります。ワークプレイスに
パワーアメニティ（ワーカーの求めるパフォーマンスに

大きなインパクトを与える環境）があれば、ワーカーの
体験は劇的に向上するでしょう。

イノベーションを生む文化　
革新性あふれる企業文化とは、様々なスペースやア

メニティの設置だけでない、あらゆる人を巻き込むオ
フィス文化の創造を意味します。オフィスでのエクス
ペリエンスは個人差があり、特に女性、海外駐在社員、
若手社員は他のワーカーと大きく異なります。例えば、
そのオフィス環境が一部のワーカーにとって最適でも、
他のワーカーにとって同じとは限りません。可能なすべ
てのリソースを合理的に活用したイノベーション創出に
は、まずは個々のワーカーのニーズに応えることが大切
です。
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1,600人
無作為抽出によるパネル調査の
回答者数（日本）

26,000人以上 
無作為抽出によるパネル調査の
回答者数（グローバル）

400,000人以上 
クライアント企業の回答者

50カ国以上

11言語

重要度

コネクション

機能性

期待値

チョイス

コラボレーション

審美性

目的

ワークモード

テクノロジー

効率性

イノベーション

+

X MEASURING
PERFORMANCE &
EXPERIENCE 

リサーチメソッド
パネル調査による選択・記述回答の統計分析

WPIxSM

ワークプレイスのパフォーマンスと
エクスペリエンスを測定する診断ツール

行動

インタラクション

スペース

カルチャー

17%

メディア消費財／小売

金融サービス

政府／防衛

経営アドバイザリー

ライフサイエンス

テクノロジー

13%

17%

7%

14%

16%

16%

業界

ビジネス展開

グローバル
28%

国内
72%

アペンディックス

今回の調査は、学歴、年齢、性別、地
域等の異なるさまざまな層で構成される
日本のオフィスワーカー 1,600 人を対象
に実施した、オンラインのパネル調査
データを収集・分析したものです。グ
ローバルな比較対照データは、世界の他
の地域で同様の方法により実施された別
の調査結果から抽出しました。回答者は、
10 の業界に所属し、勤務時間の一部ま
たはすべてをオフィスで過ごすナレッジ
ワーカーが含まれます。調査回答者の募
集は外部のパネル調査機関に委託。回答
者の氏名はゲンスラーには非公開とし、
当社の設計によるオフィスで勤務する

ゲンスラーの WPIx ツールは、個々の
オフィスあるいはクライアントのポート
フォリオを対象に、パフォーマンスとエ
クスペリエンスを測定する目的で設計さ
れた当社独自のオンライン調査ツールで
す。WPIx で入居前と入居後の両方を分
析して結果を比較することにより、オ
フィスのデザイン、パフォーマンス、エ
クスペリエンスの改善点を明確にするこ
とが可能です。入居前では、あるプロジェ
クトの開始時にオフィスのパフォーマン
スに関してワーカーから意見を収集し、
デザイン決定の参考に。入居後では、プ
ロジェクト完了後にワーカーから意見を

ワーカーに限定していません。推測・記
述統計分析は、ゲンスラー・リサーチ・
インスティテュートのチームが実施。ア
ンケート調査には、ゲンスラーの WPI
から抽出した質問のほか、自身の組織と
オフィス環境についてイノベーション、
モチベーション、テクノロジー等の項目、
ならびに個人の行動パターンや好みにつ
いての質問を含んでいます。

収集し、デザインソリューションの成果
を測定します。個々のプロジェクトにつ
いて共通の質問をすることにより、全国
規模の調査結果と比較し、ワークプレイ
スデザインのより広範なナレッジとトレ
ンドを評価することが可能になります。
WPIx 調査は、クライアントへの直接的
なエンゲージメントの一環として実施。
その結果はゲンスラー・ワークプレイス
調査とは別のデータベースで収集されま
す。WPIx データベースには現在、ゲン
スラーのクライアント企業のワーカーか
ら得られた 50 カ国以上、40 万件超の調
査回答が保存されています。
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